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小
野
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丸
山

　義
朗

明
け
ま
し
て

　

      

お
め
で
と
う

　

         

ご
ざ
い
ま
す

つり公園縮小（町長・教育長報告） 2・３P

濵中町長出馬表明（一般質問３人が問う） ６・７P

私たちで直島をよくしていく
　　　　　　　　 （中学生１日議会体験記） 10・11P

がんばっりょるで（地域おこし協力隊） 12P

つり公園縮小（町長・教育長報告） 2・３P

濵中町長出馬表明（一般質問３人が問う） ６・７P

私たちで直島をよくしていく
　　　　　　　　 （中学生１日議会体験記） 10・11P

がんばっりょるで（地域おこし協力隊） 12P
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　12月定例会が７日 に開催されました。
町長・教育長報告に 対し質疑を行い、提
出された報告１件を 承認、議案１件を可
決、意見書案１件に 賛成をしました。

濵中町長

収益は
確保できる

町長報告

つり公園
縮小

◦９月21日　三菱マテリアル㈱直島製錬所
創業100周年記念鼎

テイ

談が開催されました。
◦９月29日　町と県との意見交換会に県の

政策部長が来庁されました。
◦10月11日　日本・デンマーク外交関係樹

立150周年を記念した「直島から世界へ－
自然、アート、建築、地域振興の可能性
を共に考える」と題したシンポジウムが
開催されました。

◦11月３日　三菱マテリアル㈱直島製錬所
100周年感謝祭が鷲ノ松運動公園で開催さ
れました。

◦11月８日　中学生１日議会体験学習が開
催されました。

◦11月15日　三菱マテリアル㈱直島製錬所
創業100周年記念式典が高松市で開催され
ました。

◦11月18・19日　アイランダー2017が東京
で開催されました。

◦11月19日　全国育樹祭が満濃池森林公園
で開催されました。
（活性化対策について）
◦10月28日　「 な お し ま 環 境 フ ェ ス タ ＆

フードマーケット2017」を海の駅で開催
しました。

（主なもの）

（12月 定例会）

縮
小
し
て
入
園
者
は

Q
（
丸
山
）
来
年
度
か

ら
縮
小
し
て
運
営
す

る
。
各
種
の
大
会
を
廃
止
す

る
と
入
園
者
が
減
少
す
る
と

思
う
が
。

A
（
町
長
）
釣
り
客
は

減
少
す
る
が
、
釣
堀

や
ラ
ン
チ
等
が
好
調
で
収
益

は
確
保
で
き
る
。

県
へ
の
要
望
は

Q
（
蓬
）
県
の
政
策
部

長
と
の
意
見
交
換
で

診
療
所
の
医
師
確
保
に
つ
い

主
な
質
疑

て
要
望
し
た
の
か
。

A
（
町
長
）
医
師
の
派

遣
は
今
後
も
継
続
を

要
望
し
た
。

ト
類
は
全
て
来
訪
者
が
持
ち

帰
っ
た
の
で
盛
況
だ
っ
た
。

町
民
に
周
知
し
て
は

Q
（
松
島
）
町
に
関
連

す
る
テ
レ
ビ
番
組

は
、
住
民
に
周
知
す
べ
き
と

思
う
が
。

A
（
町
長
）
今
後
気
を

つ
け
た
い
。

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は

Q
（
西
岡
）
環
境
フ
ェ

ス
タ
の
Ｐ
Ｒ
は
町
内

だ
け
だ
っ
た
の
か
。

A
（
町
長
）
町
や
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
っ
て
い
る
。

Q
（
西
岡
）
玉
野
市
の

人
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
い
。も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

A
（
町
長
）
県
と
町
で

つ
く
っ
て
い
る
エ
コ

ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会
の

主
催
だ
が
、
今
後
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

撤去される釣筏

質
問
の
内
容
は

Q
（
西
岡
）
中
学
生
１

日
議
会
体
験
の
質
問

内
容
は
。

A
（
町
長
）
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、観
光
・

船
便
な
ど
中
学
生
の
目
線
で

幅
広
い
質
問
が
あ
っ
た
。

参
加
の
手
応
え
は

Q
（
西
岡
）
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
に
参
加
し
て
手

応
え
は
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
島

へ
の
移
住
を
考
え
て

い
る
人
が
真
剣
に
相
談
に
来

た
。
持
参
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ドラちゃんたのしいネ！



議会だより　なおしま No.1823

　12月定例会が７日 に開催されました。
町長・教育長報告に 対し質疑を行い、提
出された報告１件を 承認、議案１件を可
決、意見書案１件に 賛成をしました。

原教育長

子ども座に
期待する

教育長報告

どうなる
婦人会

◦９月９日　Naoshima EGG 活動で、県内 ALT 交
流会を直島ホール等で開催しました。グループ
チャット、直島紹介、ゲーム等で盛り上がり、
非常に有意義な会となりました。

◦９月30日　中学校生徒会が、直島一周ごみ拾い
ツアーを実施しました。中学生39人、教職員12人、
一般の方々12人の協力を得てのボランティア活
動でした。

◦10月５日　東部教育長会が県合同庁舎で開催さ
れました。県教委連絡事項のほか「教職員の働
き方改革」について情報・意見交換等行いました。

◦10月10日　婦人会役員と町長・教育長などで婦
人会の将来的なあり方に関する懇談会が開催さ
れました。最終的結論は今後にということにな
りました。

◦11月11日　郷土伝統芸能交流大会が直島ホール
で開催されました。徳島市から２座、三野町か
ら１座、円座町から１座を迎えての大会でした。
来場者は町内外から400人を超え、非常に盛会裏
に終えることができました。

◦11月21日　人権・同和教育講演会が開催され、
講師に元 NHK アナウンサーの村上信夫氏を迎え
「嬉しいことばが自分を変える」の講演でした。

◦11月28日　幼小中連絡会が開催され、町教委の
示達・連絡事項は、①感染症流行への対応　②
２学期末の適切な評価・評定についてなどでした。

（主なもの）

（12月 定例会）

一
般
参
加
者
が
増
え
る

�

検
討
を

Q
（
小
野
）
中
学
生
の

直
島
一
周
ご
み
拾
い

ツ
ア
ー
で
は
一
般
の
方
の
参

加
が
少
な
い
。
ふ
れ
あ
い
通

信
で
は
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
他

に
何
か
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
（
教
育
長
）
学
校
と

し
て
は
最
大
限
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。各
種
団
体
に
働
き
か
け
る

な
ど
の
余
地
は
あ
る
と
思
う
。

主
な
質
疑

恒例になったごみ拾いツアー

「子ども座」も出演（郷土伝統芸能交流大会）

婦
人
会
の
将
来
は

Q
（
松
島
）
最
終
的
な

結
論
は
今
後
に
と
い

し
て
も
ら
い
た
い
。

A
（
教
育
長
）
勤
務
実

態
の
的
確
な
把
握
方

法
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が

主
で
あ
り
、
解
決
策
を
探
っ

て
国
を
は
じ
め
皆
が
頭
を
ひ

ね
っ
て
い
る
。

　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
利
用
に
よ

る
在
校
時
間
の
把
握
も
協
議

さ
れ
た
が
、
直
島
に
赴
任
し

て
い
る
教
職
員
の
場
合
は
、

島
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
特

殊
な
事
情
が
あ
る
。

次
の
目
標
は
瀬
戸
芸

Q
（
井
下
）
郷
土
伝
統

芸
能
交
流
大
会
が
直

島
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
盛
会

だ
っ
た
。
今
後
の
開
催
予
定

と
今
ま
で
課
題
と
な
っ
て
い

る
後
継
者
づ
く
り
の
対
策
は
。

A
（
教
育
長
）
今
後
の

開
催
予
定
に
つ
い
て

は
女
文
楽
の
事
情
を
最
優
先

す
る
必
要
が
あ
り
、
当
面
は

次
回
瀬
戸
芸
で
の
公
演
だ
。

後
継
者
づ
く
り
は
簡
単
で
は

な
く
、
小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動

の
延
長
と
し
て
の
「
子
ど
も

座
」
に
期
待
し
て
い
る
。

う
こ
と
だ
が
、
町
は
具
体
的

な
落
と
し
ど
こ
ろ
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

A
（
教
育
長
）
年
度
当

初
に
婦
人
会
に
話
し

て
い
る
。
落
と
し
ど
こ
ろ
と

言
わ
れ
て
も
、
結
論
を
出
す

の
は
婦
人
会
で
あ
り
、
２
月

下
旬
ご
ろ
に
は
最
終
結
論
が

出
る
の
で
は
な
い
か
。

働
き
方
改
革
の
中
身
は

Q
（
蓬
）
東
部
教
育
長

会
で
意
見
交
換
さ
れ

た
過
労
死
な
ど
教
職
員
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
、
説
明
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　11月16・17日の両日、活 性化対策特別及び合同常任委員会を
開催し、各課からの現状・事業 等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

石川 委員長

〔
総
務
課
〕

台
風
警
戒

○ 

10
月
22
日　

台
風
接
近
に

伴
い
避
難
所
を
設
置
。
屏

風
島
で
11
時
間
停
電
。

犯
罪
防
止
に

○ 

10
月
31
日　

海
の
駅
付
近

で
の
芸
術
作
品
等
へ
の
落

書
防
止
の
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
。

Q
　

高
潮
対
策
で
扉
の

開
閉
等
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
　

基
本
は
建
設
経
済

課
だ
が
、
土
・
日
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
中
な
ど
も
想

定
し
て
早
急
に
決
定
し
た 

い
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

来
年
の
火
ま
つ
り
は

○ 

10
月
３
日　

火
ま
つ
り
実

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

来
年
は
９
月
１
日
が
有
力
。

初
め
て
参
加

○ 

11
月
11
日　

四
国
暮
ら
し

フ
ェ
ア
が
東
京
で
開
催
さ

れ
、
当
町
も
初
め
て
参
加

し
た
。

盛況だった
� 文化祭

総 務・文 教

活
性
化
対
策
特
別

蓬 委員長

　

11
月
16
日
町
執
行
部
、
四

国
汽
船
か
ら
会
長
な
ど
幹
部

出
席
の
も
と
、
四
国
汽
船
の

現
況
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
専
務
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

〔
税
務
課
〕

○ 

来
年
の
確
定
申
告
会
場
は

役
場
の
み
で
、
西
部
公
民

館
は
取
り
や
め
る
予
定
。

○ 

婦
人
会
に
よ
る
集
金
業
務

が
終
了
す
る
の
で
、
口
座

振
り
込
み
へ
の
変
更
を
お

願
い
し
て
い
る
。

〔
教
育
委
員
会
〕

教
育
文
化
祭

○ 

11
月
３
・
４
日　

教
育
文

化
祭
を
鷲
ノ
松
運
動
公
園

で
実
施
。
製
錬
所
の
１
０

０
周
年
記
念
行
事
と
コ
ラ

ボ
し
た
た
め
、
例
年
の
倍

以
上
の
人
が
来
場
し
た
。

第
１
回
を
開
催

○ 

11
月
11
日　

郷
土
伝
統
芸

能
交
流
大
会
を
実
施
。
町

内
外
の
７
団
体
が
参
加

し
、
来
場
者
は
４
０
０
人

以
上

　

主
な
内
容
は

○ 

新
造
フ
ェ
リ
ー
は
、
30
年

１
月
に
進
水
式
、
３
月
中

旬
に
就
航
す
る
。

○ 

県
外
か
ら
雇
い
入
れ
る
船

員
が
増
え
た
た
め
、
笠
町

に
25
部
屋
程
度
の
独
身
寮

を
建
設
予
定
。

○ 

観
光
客
の
増
加
を
図
る
た

め
、
直
島
の
事
業
者
と
の

連
携
、
旅
行
業
の
登
録
、

ツ
ア
ー
の
企
画
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

　

な
ど
で
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

売
店
は
作
る
の
か

Q
　

新
造
の
フ
ェ
リ
ー

に
売
店
は
作
る
の
か
。

A
　

売
店
を
作
る
と
店

員
に
船
員
保
険
が
必

要
で
経
費
が
か
か
る
。

　

土
産
物
な
ど
に
つ
い
て
も

海
の
駅
の
観
光
協
会
と
の
競

合
に
な
る
の
で
考
え
て
い
な

い
。

あいさつする四国汽船社長

直島も初参加（四国暮らしフェア）

四
国
汽
船
の
現
況
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
く
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　11月16・17日の両日、活 性化対策特別及び合同常任委員会を
開催し、各課からの現状・事業 等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

小野 委員長

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

（
平
成
29
年
４
月
～
10
月
）

○
外
来
患
者　

８
９
４
４
人

○
一
般
入
院　
　

３
２
１
人

○
短
期
入
所　
　

４
８
４
人

○
泌
尿
器
科　
　

１
８
３
人

○
時
間
外
救
急
患
者

　
　
　
　
　
　
　

２
２
５
人

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
は

Q
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
が

ち
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
程
度
確
保
で
き
て
い
る
の

か
。A

　

今
の
と
こ
ろ
は
前

年
な
み
の
数
は
確
保

し
て
い
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○ 

10
月
25
日　

四
国
港
湾
協

議
会
意
見
交
換
会
に
出

席
、
そ
の
後
、
国
土
交
通

省
他
を
訪
問
、
港
湾
事
業

に
お
け
る
予
算
確
保
の
要

望
を
し
た
。

つ
り
公
園
の
運
営
は

　

つ
り
公
園
の
運
営
に
つ
い

て
は
多
額
の
繰
り
入
れ
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
話
し
合
わ
れ
て
き

た
が
、
な
か
な
か
良
い
方
法

つり公園
�今後の運営は

経 済・民 生

が
見
つ
か
ら
な
い
。
平
成
30

年
度
か
ら
釣
筏
は
撤
去
し
、

陸
か
ら
の
釣
り
の
み
と
す

る
。
夜
釣
り
の
廃
止
、
釣
大

会
を
や
め
る
等
、
と
り
あ
え

ず
１
～
２
年
間
様
子
を
見
た

い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○ 

９
月
10
日　

健
康
福
祉
ま

つ
り

○
10
月
５
日　

敬
老
会

○ 

10
月
26
日　

敬
老
社
会
見

学
〔
環
境
水
道
課
〕

○ 

９
月
５
日　

玉
野
市
の
建

設
部
長
、
水
道
課
長
が
来

庁
し
、
直
島
分
水
管
更
新

工
事
に
つ
い
て
工
事
概
要

の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

Q
　

12
月
30
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
ゴ
ミ
収

集
が
休
み
に
な
る
。
１
月
４

日
に
大
量
の
ゴ
ミ
が
出
て
、

収
集
す
る
人
が
困
る
状
況
に

な
ら
な
い
か
。

A
　

４
日
は
紙
類
と
可

燃
ゴ
ミ
を
収
集
す

る
。
大
量
の
ゴ
ミ
が
出
る
と

思
う
が
、
収
集
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
お
願
い
し
て
い

る
。
５
日
か
ら
は
通
常
の
収

集
業
務
と
な
る
。

ゴミ収集風景

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

Q
　

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
次
回
瀬
戸
芸
に
向

け
た
企
画
な
の
か
。

A
　

瀬
戸
芸
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、

ア
ー
ト
以
外
で
、
何
か
直
島

の
事
業
者
と
一
緒
に
で
き
る

も
の
が
な
い
か
、
と
考
え
て

い
る
。要

望
が
多
い
増
便
は

Q
　

町
民
か
ら
増
便
を

要
望
す
る
声
が
多
い

が
。A

　

遅
便
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
が
、
減

便
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。

運
賃
の
改
定
は

Q
　

30
年
10
月
か
ら
消

費
税
が
８
％
か
ら

10
％
に
上
が
る
が
、
運
賃
は

改
定
す
る
の
か
。

A
　

消
費
税
は
上
が
っ

て
も
企
業
と
し
て
儲

か
る
も
の
で
は
な
い
。

　

む
し
ろ
、切
符
の
変
更
や
、

印
刷
な
ど
手
間
と
費
用
が
か

か
る
だ
け
。

季
節
限
定
を
毎
日
に

Q
　

現
在
、
季
節
限
定

で
運
航
し
て
い
る
小

型
船
を
、
毎
日
運
航
で
き
な

い
か
。

A
　

最
終
便
の
時
刻
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

住
民
票
は
移
す
の
か

Q
　

新
し
い
船
員
寮
の

入
居
者
は
、
住
民
票

を
直
島
に
移
す
の
か
。

A
　

基
本
的
に
は
移
し

て
も
ら
う
の
で
、
人

口
は
増
え
る
。

　

な
ど
、
多
く
の
質
疑
が
交

わ
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

デザインはどうなる？新造船
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一 般 質 問

内容は質問者の責任において作成しています。

西岡 議員松島 議員

　

地
震
発
生
時
に
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
各
家
庭
で
の

初
期
消
火
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
消
火
器

　

綾
川
町
は
今
年
10
月
か
ら

琴
電
と
の
連
携
に
よ
り
70
歳

以
上
の
町
民
が
電
車
や
バ
ス

町長どう考えますか

〔
町
長
〕
町
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
を
検
討
す
る

〔
町
長
〕
島
内
経
済
圧
迫
の
懸
念
が
あ
る

消
火
器
購
入
に
補
助
を

船
賃
補
助
を
実
施
し
て
は

で
の
消
火
が
必
要
だ
と
考
え

ら
れ
、各
家
庭
で
消
火
器
の
有

無
や
使
用
期
限
が
切
れ
て
い

る
物
も
あ
る
と
思
う
こ
と
か

ら
、町
と
し
て
消
火
器
購
入
の

補
助
金
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
消
火
器
の
使
い
方
な

ど
分
か
ら
な
い
人
も
い
る
と

思
う
の
で
、
町
・
消
防
団
・

自
治
会
・
各
有
志
の
方
な
ど

で
の
、
講
習
会
や
訓
練
が
必

を
半
額
で
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
ゴ
ー
ル
ド
イ
ル
カ

を
利
用
す
る
制
度
を
発
足
し

た
。
高
松
市
も
同
様
の
制
度

を
実
施
し
て
い
る
。
当
町
で

も
同
様
の
制
度
を
採
用
し
て

は
ど
う
か
。

　

ま
た
当
町
で
は
高
齢
者
に

止
ま
ら
ず
、
全
町
民
対
象
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。
試
算

要
だ
と
思
う
。

　

い
ざ
火
災
が
発
生
し
て
も

確
実
に
初
期
消
火
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
、
生
命
を
守
る

こ
と
に
繋
が
り
、
類
焼
も
防

げ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
地
震
発
生

直
後
に
停
電
が
起
き
、

電
気
が
復
旧
し
た
後
に
傷
ん

だ
配
線
か
ら
出
火
す
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
だ
。

　

一
旦
火
災
が
大
き
く
な
る

と
、
個
人
が
で
き
る
こ
と

は
、
避
難
す
る
こ
と
し
か
な

い
が
、
初
期
の
段
階
で
消
火

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
。

　

他
の
自
治
体
で

は
、
補
助
制
度
を

設
け
て
い
る
所
も

あ
る
が
、
本
町
に

ふ
さ
わ
し
い
制
度

は
ど
う
い
う
も
の

か
を
十
分
に
検
討

す
る
。

　

消
火
栓
・
消
火

器
の
使
い
方
も
含

め
た
講
習
の
実
施

に
つ
い
て
、
消
防

団
や
自
主
防
災
会

と
相
談
す
る
。

３人が問いました

に
当
た
っ
て
は
製
錬
所
が
実

施
し
て
い
る
現
行
、
補
助
制

度
も
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

原
資
は
四
国
汽
船
の
当
町

納
入
税
金
等
町
費
と
四
国
汽

船
の
応
分
の
協
力
金
を
充
当

さ
れ
た
い
。
県
内
他
市
町
が

実
現
出
来
た
も
の
が
当
町
で

は
ゼ
ロ
回
答
は
考
え
ら
れ
な

い
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

納
得
で
き
る
回
答
を
求
め�

る
。A

（
町
長
）
利
用
者
は

２
千
円
で
カ
ー
ド
を

購
入
。
こ
の
内
５
０
０
円
は

預
か
り
金
で
１
５
０
０
円
は

電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
利
用
で

き
何
回
で
も
チ
ャ
ー
ジ
で
き

る
。
こ
れ
は
琴
電
の
事
業
だ

が
綾
川
町
と
の
協
定
に
よ
り

実
施
。
シ
ス
テ
ム
改
修
費
と

運
賃
の
半
額
を
綾
川
町
が
負

担
。
製
錬
所
の
制
度
は
宇
野

航
路
の
乗
船
券
を
従
業
員
に

１
枚
53
円
で
販
売
し
家
族
も

利
用
で
き
る
。
３
５
０
人
程

が
購
入
し
て
い
る
。
船
便
利

用
者
の
大
部
分
は
買
い
物
、

通
院
、
レ
ジ
ャ
ー
の
人
で
、

こ
の
方
々
に
補
助
を
出
す
と

生
協
や
商
店
、
ふ
れ
あ
い
診

療
所
の
経
営
に
深
刻
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
か
ね
な
い
。

島
内
施
設
の
み
利
用
す
る
し

か
な
い
人
に
大
き
く
影
響
す

る
。
万
一
の
災
害
で
孤
立
し

た
時
、
物
資
の
調
達
や
医
療

救
護
の
面
で
対
応
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
ほ
ぼ
ゼ
ロ
回
答
と
な

る
が
、
本
当
に
困
っ
て
い
る

方
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た

ら
実
態
調
査
の
う
え
何
か
の

支
援
策
を
検
討
す
る
。

いざという時のために（診療所）
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井下 議員

Q
　

濵
中
町
長
は
、
故

濵
田
前
町
長
か
ら
町

政
を
引
き
継
ぎ
早
や
４
年
近

く
が
経
過
、
来
春
が
町
長
選

挙
の
年
と
な
る
。

　

来
期
ど
う
す
る
の
か
。
１

期
４
年
の
反
省
と
合
わ
せ
、

現
時
点
で
の
気
持
ち
を
聞
く
。

　

郷
土
伝
統
芸
能
交
流
大
会

は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
無
事

終
え
た
が
、
準
備
片
付
け
等

大
変
な
労
力
が
あ
っ
た
と
思

う
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は

町
職
員
だ
け
で
は
マ
ン
パ

ワ
ー
が
足
り
な
い
。
町
内
有

志
の
若
者
が
集
ま
り
「
イ
ベ

ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
」
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
実
現
す
れ

ば
す
ば
ら
し
い
と
思

町民のご信任がいただけるなら
 次の４年も直島丸の舵取りをしたい

う
が
、
若
者
の

勤
務
体
系
や
考

え
方
が
異
な
り

大
変
む
ず
か
し

い
。

　

し
か
し
、
マ

ン
パ
ワ
ー
の
確

保
は
重
要
課
題

で
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
の
魅
力
・

集
客
力
を
向
上

さ
せ
る
の
に
若

い
力
は
必
要
だ
。

今
後
、
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
聞

い
て
、
良
い
方

法
を
考
え
た
い
。

の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
力
を
入

れ
て
き
た
。

　

こ
の
３
つ
の
テ
ー
マ
は
着

実
な
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、

短
期
間
で
は
結
果
が
出
な
い

も
の
も
あ
る
。
４
年
の
成
果

は
町
民
の
判
断
に
委
ね
る
。

　

来
期
を
ど
う
す
る
か
は
、

直
島
を
も
っ
と
も
っ
と
良
く

し
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
町
民
の
ご
信
任
が
い
た

だ
け
る
な
ら
次
の
４
年
も
直

島
丸
の
舵
取
り
が
し
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

組
織
の
立
ち
上
げ
を

直
島
ホ
ー
ル

運
用
改
善
を

　

先
日
、
来
島
者
が
「
直
島

ホ
ー
ル
を
見
学
し
た
い
」
と

役
場
に
来
た
。
そ
し
て
使
用

料
３
３
０
０
円
を
払
っ
て
見

学
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

見
学
者
に
は
使
用
料
で
は

な
く
、
入
場
料
等
で
対
応
す

べ
く
早
急
に
改
善
策
を
考
え

て
は
。

A
（
町
長
）
今
は
利
用

目
的
だ
け
で
運
用
し

て
い
る
。
し
か
し
、
現
状
で

良
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　

良
い
方
法
を
今
後
検
討
す

る
。A

（
教
育
長
）
供
用
開

始
か
ら
約
２
年
間
、

大
き
な
問
題
は
生
じ
て
お
ら

ず
、
適
切
な
運
用
だ
と
考
え

る
。

　

し
か
し
、
最
近
見
学
希
望

や
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
今

後
の
検
討
課
題
と
考
え
る
。 見学者対応どうする？（直島ホール）

準備・後片付けが大変です

出馬表明する濵中町長

A
（
町
長
）
所
信
表
明

か
ら
①
子
ど
も
の
数

を
増
や
す
②
女
性
と
高
齢
者

が
活
躍
で
き
る
町
に
す
る
③

町
の
情
報
化
を
進
め
る
。
こ
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移
住
・
定
住
促
進
を

大
崎
上
島
町
に
学
ぶ

　

10
月
22
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選

挙
に
必
要
な
経
費
で
、
県
か
ら
支
給
さ
れ

る
お
金
と
町
の
一
般
財
源
か
ら
出
す
お
金

の
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

◦
県
か
ら
支
給
さ
れ
る
額

 

３
０
０
万
円
追
加

◦
町
の
一
般
財
源
か
ら
出
す
額

 

82
万
円
追
加

専
決
処
分
と
は

　

議
決
す
る
た
め
に
議
会
を
招
集
す
る

時
間
が
な
い
場
合
、
町
長
が
決
定
し
、

後
で
議
会
に
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
。

専
決
処
分

◎
歳　

入

◦
繰
越
金

 

４
８
６
万
円
追
加

◎
歳　

出

◦ 

文
教
区
集
会
所
更
新
設

計
料

 

４
８
６
万
円
追
加

研 修 記 　

10
月
25
・
26
日
、
副
町
長
と
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
担
当
者
に
同

行
し
て
い
た
だ
き
、
広
島
県
大
崎
上
島
町
に
お
い
て
議
員
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

大
崎
上
島
町
は
広
島
県
内
唯
一
の
離
島
の
町
で
、
直
島
と

よ
く
似
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
は
７
、８
０
０
人
余
、
面
積

は
約
３
倍
で
す
。
移
住
・
定
住
に
係
る
様
々
な
施
策
を
展
開

し
て
お
り
、
町
の
今
後
の

取
り
組
み
の
参
考
に
す
る

た
め
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
崎
上
島
町
の
取
り
組

み
は
、
①
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
で
情
報
を
提
供
し
、

移
住
希
望
者
を
町
の
様

子
、
買
い
物
・
病
院
の
案

内
、
契
約
ま
で
の
相
談
・

交
渉
ま
で
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。
②
「
定
住
促
進

宅
地
分
譲
事
業
」
で
は
平

成
21
年
度
に
15
区
画
を
造

成
、
販
売
数
は
８
区
画
で

う
ち
５
区
画
は
移
住
者
が

購
入
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
③
「
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
」
で
は
、
安
い
家
賃
で
７
日
間
か
ら

90
日
間
暮
ら
し
て
、
町
を
知
っ
て
も
ら
う
事
業
で
、
３
年
間
で
８

件
13
人
が
移
住
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
他
④
民
泊
を
利
用

し
た
「
体
験
型
修
学
旅
行
」
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
地
域
の
活
性

化
・
交
流
定
住
化
に
よ
る
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
当
町
と
同
様
、
入
居
可
能
な
空
き
家
で
も
家
財
が
残
っ
て

い
た
り
大
幅
な
改
修
が
必
要
、
企
業
と
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難

し
い
な
ど
課
題
も
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
質
問
に
は
、
親
切
丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き
「
分
譲

住
宅
地
」
や
「
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
」
の
現
地
に
も
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
の
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
私
た
ち
も
頑
張
り
ま
す
。

 

（
浜
口
記
）

一
般
会
計

お試し暮らし住宅を視察

いろいろ施策の説明を受けました

平成29年度　予算補正
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このコーナーは、議員が以前、一般質問や委員会などで質問した問
題が、その後どうなっているかを追跡してお知らせします。〔� 〕

　 つり公園
海浜公園として継続

　冬場の入場者が極端に少ない。大幅な赤字経営のため、冬場は完全に閉鎖するのも１
つの方法だ。� （平成29年９月定例会　丸山議員）

　施設環境や利便性の向上を図り、さらなる集客対策を。�（平成29年９月定例会　監査委員）

答　弁

経　過

来年度から運営方法を変更して継続したい。

　これまでのように釣りを主とするのではなく、陸からのみ釣りができる海浜公園と
する。釣堀・ランチは継続する。平成30年４月１日新体制で運営を開始し、沖の施設
を撤去する。
　町民や利用者へは１月からＨＰ・広報誌等で周知する。
� （平成29年11月合同委員会、建設経済課）

意見書を提出表　　彰
　

道
路
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
持
続
的
な
成
長
、
住

民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
と
と
も
に
、
災
害

時
に
は
住
民
の
命
を
守
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
機
能

す
る
な
ど
住
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

社
会
資
本
の
一
つ
で
あ
る
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
特
別

措
置
」
で
規
定
し
て
い
る
が
こ
の
措
置
は
平
成
29
年
度
ま

で
の
時
限
措
置
と
な
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
、こ
の
措
置
が
後
退
す
れ
ば
、地
方
創
生
、

人
口
減
少
対
策
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。

　

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
道
路
関
係
予
算
は
も
と
よ
り

平
成
30
年
度
以
降
も
、
こ
の
現
行
制
度
を
継
続
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先
）

　

・
衆
議
院
議
長　

・
参
議
院
議
長　

・
内
閣
総
理
大
臣

　

・
総
務
大
臣　
　

・
財
務
大
臣　
　

・
国
土
交
通
大
臣

道
路
整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ

措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰

　

11
月
20
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
蓬
議
員

が
地
方
自
治
行
政
に
発
展
を
も
た
ら
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
総
務
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

蓬　議員

� （濵中町長）
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自分も議員のひとりなんだ

自分に何ができるのか

私たちで直島をよくしていく

　今回の１日議会体験では様々なことを学ぶことができました。
　私は直島にある遊具の設置・修繕について質問しました。この質問に対して建設経済
課長さんは「月に１回点検をしているので安全です。」と答弁してくださいました。他の
課長さんもいろいろな質問に対して事前に準備して下さり、丁寧に答えて下さいました。
　私たちの見えない所で直島町を少しでも過ごしやすい環境にするために努力して下
さっていることが分かりました。役場の方たちが少しでも私たちの意見を反映しようと
行動して下さっているのがうれしかったです。
　たくさんの人がいる中での一般質問は緊張したけれど、自分も今日は議員のひとりな
んだと考えて落ち着いて質問できました。
　このように貴重な経験ができた事を忘れず、自分もこの直島町に貢献できることはないかと常日頃から考え
て行動したいです。

　先日は、１日議会体験にて、貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。
　実は私は、「何故、○○しないんだろう」「○○してくれたらいいのに」と、議会体験
をするまで人ごとのように思っていました。でも実際は、「してくれない」ではなく、
議会で、予算や景観、それをすることによる利益など、様々なケースを考えていること
に気づきました。問題点を、しっかり討論した上で、実現へ向け、努力していることが
分かり、良い経験になりました。一つのことを、一方の視野からでなく、多方面の広い
視野から見ることが重要であると、よく分かりました。さらに、原教育長様がおっしゃっ
ていた「人に何かしてもらうことを考える前に、自分に何ができるか考える」といった
言葉が、すごく印象に残りました。
　この貴重な体験をもとに、今までの自分を見直して、私たちのふるさと直島に何ができるかを、自分からしっ
かり考えてみようと思います。

　今回、この議会体験で議長をさせていただきありがとうございました。この体験で議長
に立候補した理由は、祖父が議長をやっていて議長の役目に興味を持っていたからです。
実際にやってみると、議員の方を指名したり質問の内容をよく聞いたりするなど、とても
大変でした。しかし、隣にいた小林議長さんのおかげで緊張せず、とてもリラックスした
状態で議長の役割をこなすことができました。
　また、１日議会をしたことで、町についての改善点などを実際に目と耳で体験できとて
もうれしかったです。一般質問の時は、自分が質問したことに対して中学生でも分かるよ
うな言葉を使って説明してくれてとても分かりやすい答弁でした。
　私は、今回の議会体験を通して、議会が身近なものになったんだと強く感じることがで
きました。
　これからは、私たちが私たちの手で直島をよりよい町にしていかなければならないという実感が強くわきました。

眞木 美采妃�さん

福島 優希�君

堀口 雛�さん

　11月８日、第34回中学３年生 １日体験議会が開催されました。
　皆さんに感想文を書いていただ きましたが、紙面の都合上６人の
生徒の文を紹介します。

中 学 生 １ 日 議 会 体 験 記
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町に対する思いや仕事の大変さを知った

自分の夢をつかみとる努力を

答弁は丁寧で詳しかった

　今回の議会体験を通して考えたことが２つあります。
　１つ目は、人前で自らの意見を話し、伝えることの大切さについてです。私の考えを
皆様の前でお話しさせていただくことで、直島町をよく知りたいという気持ちが伝わり、
また、答えてくださった皆様も一生懸命に話をしてくださったことに気がつきました。
　２つ目は、私たちの知らないところで様々な取り組みや、問題点に対する対策などが
行われているということです。見えない部分で支えてくださっている方々の町に対する
思いや、仕事の大変さを知る良い機会になりました。今、私は中学校で公民を学んでい
ます。今回、より深く、そして細かく学ぶことができてよかったです。
　本日は、私たちのためにありがとうございました。

　今回の議会体験を通して、直島町のために何ができるか、住みやすくするためにはど
うしたらよいか、ということを考えることができました。
　私が質問したのは公衆トイレについてでした。その質問に教育次長さんがわかりやす
く、そして丁寧に答弁して下さいました。自分の町に対しての思いを伝えることができ
たと思います。この議会体験学習は第34回目と聞いて長く続いている行事であること
にとてもびっくりしました。これからも続けていってほしいです。
　最後に、教育長さんが言われていた、自分の夢を自分でつかみ取れるよう、努力して
いきたいと思いました。そして、３年後の選挙で自分の意見を必ず伝えていきたいです。私たちのために時間
をつくって下さったこと本当に感謝しています。ありがとうございました。

　今回、初めて議会体験、そして議長を体験して、直島町の現状について少しでも知る
ことができて良かったです。故郷直島の町議会を実際に行うという貴重な体験ができ、
本当に嬉しく思っています。このような貴重な体験ができる機会をつくって下さった上、
質問に対する答弁を真剣に考えて下さった方々に感謝しています。
　僕が、議会を体験して新しく知ったことや感じたことがたくさんありました。その中
の一つが、質問に対する答弁の丁寧さです。最初、僕は答弁は割と簡単に行われるもの
だと思っていました。しかし、実際は想像していたより答弁が丁寧で詳しかったので、
僕たちの質問に対して真剣に考えて下さっているのが伝わってきて嬉しかったです。
　今回の１日議会で聞いたことや感じたことを忘れず、これからの生活に生かしていきたいです。

菊地 倭�君

山本 陽菜�さん

堀内 洋之�君

　11月８日、第34回中学３年生 １日体験議会が開催されました。
　皆さんに感想文を書いていただ きましたが、紙面の都合上６人の
生徒の文を紹介します。

中 学 生 １ 日 議 会 体 験 記
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
議
会
だ
よ
り
の

ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

昨
年
は
屏
風
島
で
長
時

間
の
停
電
等
あ
り
ま
し
た

が
、
大
き
な
災
害
も
な
い

一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　

昨
年
の
10
月
に
は
衆
議

院
議
員
選
挙
が
あ
り
、
日

本
の
将
来
を
決
め
て
い
く

国
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
国
民
が
安
心
、
安
全

に
暮
ら
せ
る
国
づ
く
り
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

　

我
が
町
に
も
人
口
・
空

き
家
・
空
き
地
対
策
等
、

多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
大

切
な
「
ふ
る
さ
と
・
な
お

し
ま
」
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

 

（
小
野
記
）

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
小
林　

眞
一

委
員
長
　
丸
山　

義
朗

副
委
員
長
　
石
川　

知
久

委
　
員
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
蓬　
　

清
二

　
〃
　
　
井
下　

良
雄

か
ら
観
光
客
が
来
ら
れ
ま
す

が
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

町
民
の
方
が
丁
寧
に
道

案
内
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

何
回
か
見
か
け
ま
し
た
。
こ

う
い
う
協
力
が
あ
っ
て
、
観

光
業
が
成
り
立
つ
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。

Q　

観
光
行
政
で
何
か
、
こ

う
し
た
ら
い
い
の
で
は
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

飲
食
店
と
宿
泊
施
設
の

横
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
「
直
島
」
を
良

い
所
に
し
て
い
け
た
ら
素
敵

だ
な
と
。

２
年
間
京
都
の
芸
術

大
学
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。

Q　

直
島
に
来
ら
れ

た
き
っ
か
け
は
。

Ａ　

中
学
生
の
頃
、

家
族
旅
行
で
来
た

時
、
生
活
の
中
に

ア
ー
ト
が
あ
る
場
所

で
働
く
人
た
ち
に
憧

れ
て
、
働
く
場
所
を

探
し
に
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
で
が
ん
ば
っ
り
ょ
る

佐
々
木
茉
奈
さ
ん
に
ご
登
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q　

こ
ん
に
ち
は
。
お
忙
し

い
と
こ
ろ
少
し
お
話
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

は
じ
め
に
、
い

つ
直
島
に
来
ら

れ
ま
し
た
か
。

Ａ　

瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭

２
０
１
６
か
ら

で
す
。
案
内
ス

タ
ッ
フ
を
し
て

い
ま
し
た
。

Q　

そ
れ
ま
で

は
ど
ち
ら
に
お

住
ま
い
で
し
た

か
。

Ａ　

実
家
は
倉

敷
市
で
す
が
、

佐々木茉
ま

奈
な

�さん

Q　

最
後
に
茉
奈
さ
ん
、
自

己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

Ａ　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

こ
の
度
直
島
で
お
勤
め
の
方

と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
は
直
接
お
伝

え
す
べ
き
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
報
告
に
な
っ
た
こ
と
を

お
許
し
く
だ
さ
い
。
今
後
と

も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
直
島

の
観
光
発
展
に
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 素敵な
　 彼氏がいます！

お手伝いしました

だいぶ仕事になれました

Q　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

い
つ
か
ら
で
す
か
。

Ａ　

今
年
の
４
月
か
ら
で
す
。

Q　

ど
こ
で
ど
ん
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

観
光
協
会
の
手
伝
い
を

し
て
い
て
、
週
３
日
は
役
場

の
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
で
、

週
２
日
は
海
の
駅
の
観
光
協

会
に
出
勤
し
て
い
ま
す
。

Q　

最
近
、
特
に
さ
れ
た
仕

事
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

新
し
く
観
光
ポ
ス
タ
ー

を
２
種
類
と
、
バ
イ
ク
（
原

付
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン

を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

Q　

い
ろ
い
ろ
な
国
や
地
域


